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 皆様、こんにちは。営業の田村 譲 です。雨後の緑がいっそう色濃く感じられる昨

今、皆様はいかがお過ごしでしょうか。今月号は「季節と暦 二十四節気・雑節」と駒ケ根

高原で開催されました「くらふてぃあ杜の市」についてお届けいたします。暮らしのなかに

ある季節の行事や旬のものを学びながら、伊那谷の季節を楽しむ暮らしについて、皆様にお

届けできたら幸いです。さて、今月は二十四節気 「立秋」・「処暑」・「白露」です。暦

 二十四節気 ( き )  とは、1年

を春夏秋冬 4つ の季節に分け、さらにそれ

ぞれを  6つに分け、季節をあらわす名前を

つけたもの。 

雑節 ( ざっせつ )  とは、二十四節気・五節句

以外の季節の移り変わりの節目となる日。 

雑節は、二十四節気を補う意味合いを持って

いて、一年間の季節の移り変わりをより的確

につかむことができます。いずれも生活や農

作業に照らし合わせてつくられていて、古く

から日本人 

の生活の中に溶け込んでいました。年中行

事、民俗行事となっているものも多く、なじ

み深 

いものです。 
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 厳しい残暑は続きますが、この日から暦の

上では秋となります。これからは少しずつ

涼しくなり、秋の気配が漂いだす頃です。

また、立秋を過ぎたら「暑中見舞い」は

「残暑見舞い」に変わります。 
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9 8  秋が深まり、草花に朝露がつきはじめる頃という意味です。空は

高くなり、秋雲がたなびくようになり、本格的な秋の到来です。ま

た、実りの秋を前に台風が心配な時期でもあります。 

 暑さがおさまるという意味で、日中は暑

いものの、朝晩の涼しさに初秋の息遣いを

感じる頃です。夏休みもそろそろ終わり。

秋の台風シーズンに入っていきます。 

 

＜今月のヒント＞ 食器棚の奥行きを浅くする 

 食器棚は大容量のほうが便利そう

に思いますが、実は奥行が深いと使

い勝手はよくありません。奥にし

まった食器が出しにくく、使わなく

なってしまうからです。市販の食器

棚は奥行き 45cm 程度が一般的で

す が 、 おす すめ の 奥行 きは 内 寸

26cm。洋食器のディナー皿が直径

25cm 前後なので、この数字です。 

 奥行きを浅くすれば、扉を開けた

ときに手持ちの器が一覧で見やすく

なり、食器の出し入れがとてもス

ムーズ。食器がフル回転し、使わない

食器がなくなるでしょう。 

 26cm よりも大きい皿は１枚や２

枚など、特別な皿であるケースが多

いでしょう。たまにしか使わないそ

れらの大皿は、食器棚ではなく、流し

の下などにしまってもよいでしょ

う。 

 食器棚の奥行きを浅くすれば、そ

の分、キッチンの歩くスペースが広

くとれます。 

 



 今年もはや半分が過ぎました。本格

的な夏に向け、楽しみの準備をしてま

いりたいです。 

それでは、一日一日を楽しみ、大切

に。 

また、来月もよろしくお願いいたしま

す。  

田村 
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【くらふてぃあ杜の市に遊びに行ってきました】 
 
毎年、6月の第一週の土日に駒ヶ根市で開催される「くらふてぃあ杜の市」に遊びに行って 

きました。木工、陶器、革細工、ガラス、布など様々なジャンルのクラフトに出会えます。 

開催地は駒ケ根市の駒ヶ根高原 菅の台、駒ヶ池です。全国各地から300を超える店舗が 

ずらりと並ぶ雰囲気はとても圧巻。当日は前日の大雨とは打って変わってとてもいい天気に恵まれ 

ました。昨今のコロナ禍で開催が数年ぶりとのこともあり、会場にはたくさんの人の買い物、会話、雰

囲気を楽しむ姿がありました。 

 

「くらふてぃあ杜の市」の公式ホームページを見てみると、 

 

「なんでも揃っていて便利で楽しい」・・・ 

私たちの周りには今、そんな風に感じられる空間が数多くありま

す。 

では「行ってみなければわからない、ワクワクして、ドキドキす

る」ような空間は一体どのくらいあるのでしょうか？ 

人と人の出会いがモノを通して生まれ、ハプニングというスパイス

の香りが立ちこめる空間。市（いち）が持つ独特の雰囲気を、みな

さんと分かち合う。 

それが「くらふてぃあ 杜の市」です。 

 

作家さん(出品者さん)との会話を楽しみ、おいしい食事を楽しみ、駒ケ根高原から望める山や川といっ

た自然を楽しむ。そして家に帰って、じっくり選んだお気に入りの作品を楽しむ。 

とても充実した時間でした。 

 

 



 落語が 20 代の若者の間でブー

ムになっているそうです。火付け

役と言われているのが、漫画・ア

ニメでヒットした『昭和元禄落語

心中』という作品で、さらに 4 年前の

大河ドラマ『いだてん』が SNS で話

題になったことも影響しているそう

です。落語は「落とし噺（ばなし）」と

も呼ばれる「オチ」が付くのが特徴の

古典芸能です。落語家は一人何役も演

じながら身振り手振りのみで噺を進

め、聞き手は自身の想像力でその世界

を膨らませていきます。実は、昔から

経営者や会社で役職が高い人などの

間に「落語が趣味」という人は多く、

その理由の一つとして「人を惹きつけ

る話し方の勉強になる」という点も

挙げられてきました。さらに、情報

過多が叫ばれて久しい現代におい

て、想像力を膨らませ、ただ笑いに溶

け込むことができるというのも、多く

の人を惹きつける魅力となっている

ようです。最初から寄席に行くのは

ハードルが高いという人は、まず

YouTube などで聞いてみるといい

かもしれません。もし時間があるなら

図書館をのぞいてみるのもおすすめ。

ほとんどの図書館には落語の CD が

置いてあります。気に入れば、本格的

に寄席に足を運ぶと良いでしょう。 

★ペットとお揃いのアクセサリー★ 
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★中古品・リサイクル品をチェック★ 
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落語（鑑賞） 

ペットと暮らそう♪ 



から 

まで 

～ 夏の乾燥にご用心！～ 

 肌の乾燥に注意しなければならないのは、冬だけ

ではありません。高温多湿の夏でも、肌が乾燥して

しまうリスクがたくさん潜んでいます。例えば、室

外では強い紫外線、室内ではエアコンの風など、夏

だからこその乾燥原因は様々考えられるのです。 

 何よりも、「夏は乾燥の季節ではない」という思い

込みによって、毎日のスキンケアで十分に肌にうる

おいを与えられていないということも肌を乾燥さ

せてしまう 1 つの原因です。「夏は化粧水のみ使用

している」「さっぱりと爽快感を得られるスキンケ

アアイテムばかり使っている」など、保湿ケアが不

足している場合は、ケア方法を見直しましょう。「夏

＝乾燥」のイメージが結びつきにくい分、保湿がつ

いおろそかになりがちですから、肌の乾燥には十分

気をつけましょう。 

 さらに、体の冷えは、血行不良や基礎代謝の低下

を起こし、肌のターンオーバーが滞ることにも繋が

ります。お肌のためにも、冷たい飲み物・食べ物を

摂り過ぎて体を冷やさないよう気をつけましょう。 

 

 

  

 初盆とは四十九日が終わった後、初めて迎えるお

盆のことで、地域によっては新盆（あらぼん・にいぼ

ん）と呼ばれることもあります。普通のお盆とは違

い、故人を偲びながら丁寧な法要を行った後、会食の

場を設けるのが一般的です。初盆には親族だけでな

く、故人と親交の深かった友人や知人も参列するこ

とがあり、香典の相場は故人との関係性や、法要の内

容によっても変わってきます。 

 初盆の香典は、4（死）や 9（苦）などの不吉なイ

メージの数字を避け、端数が出ないように、できるだ

け切りの良い金額に整えるという配慮が必要です。

会食の場が設けられる場合は、相場の金額に食事代

をプラスして包むのがマナー。実の親・兄弟や姉妹・

子どもと、近い身内はだいたい 10,000 ～ 30,000

円程度包む場合もあります。それ以外の親族は

5,000 円程が一般的ですが、会食が用意されている

場合は 10,000 円程度包んでも良いでしょう。 

 親交の深かった友人であれば 5,000 円～

10,000 円程。その他の友人や知人、近所付き合い

のある間柄なら 3,000 円程度で良いでしょう。友人

知人の場合も、香典にプラスする食事代は 1 人につ

き 3,000 円～ 10,000 円と考えるのが無難です。 

 香典の金額は地域などによって様々ですから、

迷ったら周りの人に確認してみると良いでしょう。 

【初盆（新盆）の香典相場と渡し方 https://www.yoriso.com/sogi/article/hatsubon-koden/】 



 調味料の「白だし」が浸透し、様々なレシピで活用されるようになりま

した。透明に近い淡い色をしていますが、味はかなり濃いめで、水で希

釈しながら使うのが一般的です。色が薄く食材の色を変えにくいため、

煮物や茶碗蒸しなど色味が重視される和食でよく使われます。代用品と

して「めんつゆ」を使うという場合もあるようです。どちらも醤油や鰹

節や昆布の出汁、みりんを使用するなど原料に大きな違いはありません

が、白だしは塩味が強く、めんつゆは甘味が強くなっています。うまく

調整しながら、かつ、色が気にならなければめんつゆで代用も OK です。 

これで今夜のおかずはおまかせ！ 

  「白だし」と「めんつゆ」 
キッコーマンホームクッキング https://www.kikkoman.co.jp/homecook/ 


